
「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
大
切
に
！
」

　

趣
味
や
仕
事
、
育
児
に
家
事
…
。
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い

た
こ
と
が
楽
し
め
な
く
な
っ
た
。
毎
日
が
な
ん
だ
か
つ
ら
い
。
わ
け

も
な
く
疲
れ
た
感
じ
が
す
る
。

こ
こ
ろ
の
健
康
を
損
ね
る
と
、
本
人
だ
け
で
な
く
周
囲
の
人
々
の
生

活
に
も
支
障
が
で
て
し
ま
い
ま
す
。
「
正
し
い
知
識
」
と
「
早
め
の

相
談
」
で
こ
こ
ろ
の
健
康
管
理
・
健
康
維
持
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
の
た
め
の
様
々

な
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

 

健
康
福
祉
課
（
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

274
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４
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２

学
齢
期
の
保
護
者
の
た
め
の

健
康
講
座

　

小
学
生
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保

護
者
の
た
め
の
講
座
で
、
親
子
関
係
を

中
心
に
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
を
学
び

ま
す
。
講
師
：
臨
床
心
理
士
・
精
神
科

医
・
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

世
代
別
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座

・
働
く
世
代
の
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
講
座

・
高
齢
者
の
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

こ
こ
ろ
の
セ
ミ
ナ
ー

　

「
こ
こ
ろ
の
病
」
は
、
誰
で
も
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
健

康
管
理
（
発
症
予
防
・
早
期
発
見
・
治

療
）
に
必
要
な
「
正
し
い
知
識
」
を
セ

ミ
ナ
ー
（
講
演
会
）
で
お
伝
え
し
ま
す
。

睡
眠
障
害
・
気
分
障
害
・
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
等
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・エ
イ
ジ
ン
グ
講
座

　

定
年
退
職
を
迎
え
た
（
迎
え
る
）
男

性
を
対
象
と
し
た
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
講
座
（
全
５
回
）
」
で
す
。

同
世
代
の
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が

ら
「
こ
れ
か
ら
の
自
分
」
を
み
つ
け
ま

し
ょ
う
。

精
神
保
健
福
祉
相
談

　

個
別
に
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
障

害
の
程
度
や
生
活
状
況
を
考
慮
し
保
健

師
お
よ
び
精
神
保
健
福
祉
士
が
相
談
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
さ
れ
る
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
守
ら
れ
ま
す
の

で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
交
流
会

　

調
理
（
季
節
の
お
菓
子
・
手
作
り
味

噌
等
）
、
も
の
づ
く
り
（
カ
ゴ
編
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
布
ぞ
う
り
編
み
等
）
、
屋

外
活
動
（
芋
ほ
り
・
バ
ス
ハ
イ
ク
等
）

様
々
な
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

交
流
を
通
し
て
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
に

対
す
る
理
解
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

精
神
障
害
者
に
つ
い
て

　

精
神
障
害
と
は
精
神
疾
患
に
か
か

っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
社
会
生
活
あ

る
い
は
日
常
生
活
を
お
く
る
う
え
で
の

困
難
や
不
便
な
ど
「
生
活
の
し
づ
ら
さ

（
生
活
障
害
）
」
を
い
い
ま
す
。

「
思
考
が
ま
と
ま
り
に
く
い
」
「
極
端

に
緊
張
す
る
」
な
ど
、
人
付
き
合
い
や

仕
事
を
す
る
う
え
で
大
き
な
障
害
と
な

り
ま
す
。
精
神
疾
患
（
症
状
）
は
継
続

的
治
療
に
よ
っ
て
軽
減
回
復
に
向
か
い

ま
す
が
、
「
生
活
障
害
」
に
は
、
実
際

の
生
活
体
験
の
な
か
で
の
リ
ハ
ビ
リ
が

必
要
で
す
。
生
活
体
験
の
拡
大
へ
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　

み
ず
ほ
苑
は
、
要
介
護
高
齢
者
が

入
所
す
る
定
員
86
名
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
で
す
。

　

こ
こ
で
訓
練
生
２
名
に
主
に
入

所
者
の
車
椅
子
の
掃
除
と
靴
を
洗
う

仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歩

け
な
い
方
に
と
っ
て
車
椅
子
は
身
体

の
一
部
分
と
い
っ
て
も
よ
い
も
の
。

毎
日
使
う
た
め
、
食
べ
か
す
が
パ
イ

プ
や
シ
ー
ト
に
こ
び
り
つ
い
て
、
案

外
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
丁

寧
に
掻
き
落
と
し
、
さ
ら
に
パ
イ
プ

を
磨
い
て
ピ
カ
ピ
カ
に
し
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
い
つ

も
き
れ
い
な
車
椅
子
や
靴
を
使
う
こ

と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
し

た
。
時
間
を
延
長
し
、
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
し
た
訓
練
生
に
は
、
さ
ら
に
エ

ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
掃
除
、
電
球

や
蛍
光
管
の
交
換
、
床
や
階
段
の
掃

除
、
窓
拭
き
、
雑
草
と
り
等
も
職
員

と
一
緒
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
味
で
す
が
大
事
な
仕
事
に
、
集

中
し
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業
」
に
つ
い
て

　

協
力
事
業
所
内
で
の
作
業
体
験
を
と
お
し
て
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
（
通
院
治
療
中
で
症
状
が
安
定
し

て
い
る
人
が
訓
練
対
象
と
な
り
ま
す
）

〜
社
会
適
応
訓
練
協
力
事
業
所
の
紹
介
〜

社
会
福
祉
法
人
美
咲
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
み
ず
ほ
苑
」

施
設
長
・
大
澤
静
子
さ
ん
の
お
話

（ ）広 報 み よ し



　

家
庭
の
事
情
や
身
体
的
な
事
情
に
よ

り
指
定
校
変
更
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、

次
に
示
す
「
通
学
の
条
件
」
及
び
「
変

更
基
準
」
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
通
学

時
間
や
通
学
方
法
な
ど
無
理
の
な
い
よ

う
十
分
検
討
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

通
学
の
条
件

 

登
下
校
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
の
責
任
に
お
い
て
対
処
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

通
学
経
路
及
び
通
学
方
法
を
明
確
に

し
て
く
だ
さ
い
。

（
通
学
方
法
は
、原
則
徒
歩
に
な
り
ま
す
。）

変
更
基
準

※
下
記
表
を
参
照
の
こ
と
。

　

に
つ
い
て
は
、
三
芳
町
立
小
学
校
６

学
年
保
護
者
の
方
に
、
７
月
上
旬
に
学

校
か
ら
配
布
さ
れ
た
「
中
学
校
の
指
定

校
変
更
に
つ
い
て
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
私
立
小
学
校
に
在
学
し
て
い

る
児
童
の
保
護
者
は
、
教
育
委
員
会
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

三
芳
町
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
教
育
法
施
行
令
に
基
づ
き
、
小
・
中
学
校
ご
と
に
通
学
区
域
を
定

め
、
児
童
生
徒
の
住
所
に
よ
っ
て
就
学
す
る
学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
指
定
校
は
、
特
別
な
理
由
・

事
情
に
よ
っ
て
就
学
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
次
の
変
更
基
準
を
満
た
す
場
合
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
学
務
係　

（
内
線
５
２
４
）

小
中
学
校
の
指
定
校
変
更
に
つ
い
て

理　由 申請期限 許可期限 添付書類

心身の障害や疾病により就学校への就
学が困難な場合

随時
理由が消滅
するまで

理由の確認ができ
るもの

住宅新築・改修等で１年以内に転居予
定の場合

随時
理由が消滅
するまで

住宅購入契約書等

保護者の勤務事情により、放課後、親
族や施設に預ける場合（預け先の地区
の指定校に限る）

随時
理由が消滅
するまで

預かる者の承諾書

学校内の対人関係等の事情で、精神的
に過重な負担があると認められる場合

随時 卒業まで

中学校の部活動において、指定校に希
望する部活動がない場合（翌年度、中
学校に就学予定の児童に限る）

月の第
１金曜日
まで

卒業まで

学年途中の転居による場合（引き続き転
居前の在学校に就学を希望する場合）

随時 卒業まで

及び の理由により、変更が認めら
れた兄弟姉妹である場合

随時 卒業まで

その他、教育委員会が特に必要と認め
る場合

随時
理由が消滅
するまで

学校長の所見書そ
の他必要な書類

変更基準表

淑徳大学／みよしコミュニティ・カレッジ
東上線沿線の歴史と文化 　　 /１～ /６（全５回）

●日時・テーマ名・講師
　 11月１日（土）　「柳沢吉保と川越」

　　淑徳大学教授　宮川葉子氏

　 11月８日（土）　「茅の輪めぐり神事について」

　　駒澤大学教授　瀧音能之氏

　 11月22日（土）　「川越文化あれこれ」

　　淑徳大学特任教授　矢島健三氏

　 11月29日（土）　「東上線沿線の渡来人の歴史」

　　淑徳大学教授　宇佐美正利氏

　 12月６日（土）　「池袋西口逍遥」

　　淑徳大学教授　今井義博氏

●場所　淑徳大学国際コミュニケーション学部みずほ台
　キャンパス２号館２階206教室　

●時間　午後１時00分～２時30分

● 交通機関　東武東上線「みずほ台」駅西口よりスク
ールバス７分（無料）

●定員　先着100名　　●受講料　1,000円（全5回分）
　※お申込み後、郵便振替用紙をお送りします。

● 申込方法　ハガキ・FAX・E-mailのいずれかで、
下記事項を記入の上、お申込みください。

　 講座名　 郵便番号　 住所　 氏名（ふりが

な）　 電話番号　 年齢　 性別　 コミュニテ

ィ・カレッジ過去受講の有無

●申込〆切　10月20日（月）
● 申込み・問い合わせ　淑徳大学国際コミュニケーシ
ョン学部総務部　〒354－8510　三芳町藤久保1150－1
　 274－1511　FAX274－1521

　Ｅ-mail　kouza@ccb.shukutoku.ac.jp

　 年度２回目の「淑徳大学/みよしコミュニティ・カレッジ」は、「東上線沿線の歴史と文化 」のテーマ

で、５回の講座を開催いたします。一昨年・昨年に続き、今年もいろいろと工夫した盛りだくさんの企画を計画

しております。柳沢吉保と川越との関係とは、茅の輪をめぐると何の御利益が、川越観光の目玉は、東上線沿線

と渡来人とどんな関係が、昨年は池袋東口、今年は西口、何が出るか、当日の講座をお楽しみに。

広 報 み よ し（ ） 


